




ろう者のコミュニケーション、
聴者のコミュニケーション

聴者にとって音楽とは何か？

中村　コミュニケーションの仕方の違いで言うと、ろう
者は聴者と比べて率直に意見を言うんだなというの
が私がはじめて稽古に参加した時の印象でした。教育
が違うのかなと感じるくらい違う。もちろんそれは今
回集まったのがたまたまそういう方々だったというこ
とかもしれないし、通訳の方の言葉の選び方によると
ころもあるかもしれない。でも、手話での会話はお互
いの顔を見合った状態、互いに向き合うことが基本な
ので、それがコミュニケーションの仕方にも影響してい
るのかなと思ったりもしています。
　コミュニケーションの違いはもちろん稽古の進め方
にも関わっていて、ろう者と稽古をしていると、自分が
いかにこれまで聴覚に頼って稽古を進めてきたかと
いうことに改めて気づかされます。たとえば自分は
「今のいいね、もうちょっとやろう」みたいな合いの手
を入れることで動きを引き出しているところもあった
んだなとか。でもそうやって生まれてくるのはやっぱ
り聴者のテンポなんですよね。
　ろう者の稽古では、たとえば全員に情報を伝えるた
めには一度きちんと視線を集める必要があるので、自
ずと進め方は変わってきます。あるいは、ろう者と聴
者が両方いる稽古では通訳が入りますし、今誰が話し
ているのかということをいちいちはっきり示さないと
誰かが話していても気づかなかったりということもあ
るので、そのことによってまた違うテンポが生まれて
くる。一方で、ろう者のコミュニケーションは基本的に
視覚が中心なので、視覚的な情報は聴者よりもずっと
解像度高く捉えていて、判断も早かったりするんです。
　身についた稽古の進め方というのはこれまで
の経験の積み重ねのうえにあるもので、私としては大
事にしたいところでもあるんですけど、今回はそれを
一つひとつ見直しながらやるいい機会をいただいて
います。

島地　ろう者チームは、何かをやる前にその前提とな
る部分をみんなでしっかり議論してから動き出すよう
なかたちで稽古を進めているんですよね。そうやって
前提をしっかり確認してから動き出すことで生まれて

きているものが確実にある。これは僕と牧原さんの性
格の違いによるところも大きいと思うんですけど、僕
がわりと、まずはやってみようみたいなタイプだとい
うこともあって、見ていてすごく勉強になります。
　ろう者チームはそうやって一人ひとりがきちんと
主張して互いに議論しながら稽古を進めているんで
すけど、同時にチームとして共有しているものの強さ
みたいなものも感じさせます。個人としての主張は
それぞれしつつ、チームとしても強く団結している印
象ですね。それはマイノリティだからこそ共有している
体験や問題意識があるということなのかもしれません
し、逆に聴者である自分たちがそういうつながりを感
じないのは、マジョリティである自分たちが聴者であ
るということについて考えてこなかったからかもしれ
ません。稽古を見たり参加したり議論したりしていく
なかで、ろう者のことだけでなく自分たち聴者のこと
についても、改めて考えること、学ぶことはすごく多い
です。でもそれはマジョリティとしてツケが回ってきて
いるということでもあるんですよね。隣にいる人たち
のこと、そこにあることに対してこれまであまりに目
を向けてこなかったことのツケ。だからこそ、いろいろ
なことに気をつけ過ぎて萎縮するのではなく、間違え
たらそのたびに直していくということを大事にやって
います。

̶本作では「ろう者のオンガク」が一つのテーマに
なっています。クリエイションを通して音楽について
改めて考えたことなどはありますか。

中村　実は、私が最初にろう者チームの稽古見学に
行ったのが、ちょうどろう者のオンガクを探究するみ
たいなことをやっていたタイミングだったんです。そ
の時感じたのは、私たち聴者が感じているのとはま
た違ったリズムがろう者の中には流れていて、それを
探っている、というような印象でした。ろう者の方が
リズムという言葉を使っていたわけではなかったと
思うんですけど、私にとっては未知のリズムを探って
いるように見えたんです。それぞれの個性はありつ
つも、動きや呼吸を合わせながら互いに共通する何

かを探っているというか……。

島地　ろう者チームが見つけ出そうとしているろう
者のオンガクが聴者のそれとは全く違うものだとい
うことは明らかなんですけど、だからこそ、聴者チー
ムとしても自分たちの音楽とは何か、自分たちにとっ
て音楽とはなんなのかということを改めて考える必
要があります。
　合同稽古が本格的に始まって、ろう者と聴者の違
いをもっとはっきり出した方がいいということに
なったんですけど、聴者のどの部分をクローズアップ
して見せるかというのがやっぱり難しいんです。「そ
れは聴者の文化ですか」と聞かれても、これまで意識
したことがないから悩んでしまうし、それは聴者の文
化じゃなくて島地の文化だよねみたいなこともある。
たとえば僕は音楽自体は好きなんですけど、ダンス
としては音のないダンスの方が好きなんです。でも僕
の好みが「聴者代表」になってしまって、それが聴者な
んだと思われたら困るわけです。牧原さんからもそ
のあたりは今後の課題かなと言われていて、まだま
だこれから考えないといけないところですね。
　ただ、すでに僕個人としては音楽との向き合い方
が変わってきているところはあるんです。僕は芸術
のなかでは音楽がいちばん好きなくらいなんですけ
ど、気づいたらヘッドホンをしたまま歩くみたいなこ
ともしなくなっていて、最近はあまり音楽を聴いてな
い。自分の過去作品で音楽が使われている場面を見
ると、この音楽はなんなんだろうということを改めて

出会いのプラットフォームとしての
『黙るな 動け 呼吸しろ』

̶総合監修の日比野克彦さんからは、早くもこの作品
を再演したいという話も出ていると聞きました。

島地　そうなったらいいなとは思いますけど、今は考
えられないですね（笑）。

中村　日比野さんがおっしゃっているのはいわゆる再
演のことではないと思うんです。この作品は表面だけ
なぞって再演しても全然意味がなくて、どういうメン
バーでどういうやりとりを経て作品ができあがって
いったのかという過程の部分が大事なんですよね。だ
から、ろう者と聴者の文化が遭遇してつくっていくと
いうフォーマットの部分、出会いのプラットフォームと
してのこの作品のあり方を「再演」して、何度でもその
プロセスを繰り返せるというのが目指すところなん
じゃないかなと思っています。

（2025年10月26日/取材・文：山﨑健太）

考えたりもするようになりました。どう音楽を聴くか、
音楽と一緒の時間をどう過ごすかということについ
ては、もうちょっと考え直したいなと最近は思うよう
になってきてます。

撮影：加藤甫

対談
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舞台字幕や上演台本の翻訳から劇場の仕事に関わり始め、やがて
演出家や振付家の創作のパートナーであるドラマトゥルクとしてさ
まざまな舞台芸術の現場に参加。劇場のアイデアやノウハウを劇場
外に持ち出すことに興味をもち、アートプロジェクトにも積極的に
取り組む。東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科准教授。

　《霧のまち》の世界観については、まず、牧原さんから聴者、ろう者それぞれにまちが分かれていて、それぞれの
物語を作りたいという話がありました。時代としては、現代ではなく未来です。ハイテクで、スマホなどの技術が
進歩し、AIも発展しているという今の状況を考えると、今後は本当に便利な社会になるだろうということが想像
できます。そうなった場合、手話は本当に残るのだろうか。そのようなことも考えて、ろう者だけが集まった村、ま
ちというものがあるとしたら、何が起こるんだろうか。手話だけでの生活がどう変わるのかということを深く考
えていきました。固定した場所だとちょっと面白くないよねと、遊牧民みたいに、霧に覆われた中でその霧の周遊
に合わせた生活を想像し、いろいろなろう者と、どんなことが考えられるかを話し合い、考えていきました。
　《百層》は聴者という多数派が暮らしているまちで、多数派が暮らせる環境を基本につくられています。《霧の
まち》で、手話でずっと生活してきた人が《百層》に行ったら、いろいろなカルチャーショックを受ける。マイノリ
ティとマジョリティ。また逆に、一人の聴者が《霧のまち》に入ったら、ろう者が「音」の概念を持たないことや、視覚
に頼った生活などに衝撃を受ける。それは現代社会にも共通しているところだと言えます。

　「音楽とはなんですか？　聴文化とはなんですか？」と牧原さんから聞かれて、答えられませんでした。どん
な音楽が好きか、どんな音楽がいま流れているか、なら答えることはできます。ジャンル名や楽器名で答えて
よいなら簡単だし、こんな雰囲気、という言い方ならまだできる。しかし「音楽とは何か」となると、言葉に詰
まってしまいます。
　問われているのは学術的な定義でもなくて、根源的に、聴者の身体が音と共にどんなふうにあるのか、どん
な行動をするのかということ、そして音楽がどこから生じて、聴者の身体の隅々まで、どんなふうに根を下ろし
ているのか、ということだと思います。
　しかしそれを、聴者は簡単に答えることができません。なぜなら音や音楽はあまりに自明のものであって、音と
は何かとか、聞こえるとはどういうことかとか、そんなことはいっさい考えずに済む社会に聴者は暮らしているか
らです。典型的なマジョリティ特権というやつです。
　『黙るな 動け 呼吸しろ』の物語は、ろう者のまちと聴者のまちが別々に存在する世界を舞台にしています。創作
の過程で、ろう者のまちはろう者が考えるから、聴者のまちは聴者が考えよう、となった時に、聴者には、聴者のま
ちを想像することが非常に難しいと気づきました。いま生きているこの社会が、すでに聴者のまちだからです。
いっぽう、ろう者なら誰でも一度は「ろう者だけのまちがあったらなあ」と考えたことがあると聞きました。
　こういう非対称のなかで、どのように協働の現場を作っていくか／ケアしていくかが、聴者側のドラマトゥルク
としての私の課題です。
　準備を始めてすぐに、ろう者と聴者の共同作業のポイントは、聴者が思うような障害の話ではなく、非常に
異なる言語同士の接触・共存の問題なのだと理解しました。音声によらず文字も持たない、手指と表情からな
る言語を第一言語とする者たちと、音声と文字でできた言語を第一言語とする者たちとが、どのようにした
らフェアな共同作業をできるのか。
　その過程で、自分の知る舞台作品の作り方と劇場のシステムが、いかに聴者と音声・文字言語に最適化されて
いるかを考えさせられました。舞台上の声や音楽はもちろん、開演のブザー、音をきっかけとする演出、スタッフ
が裏で使用するインカムなど、すべて聴者の文化であり、音響を考慮したホールの設計そのものが聴者仕様で
す。また、台本を先に書くことが、文字言語特有の作り方だとも気づきました。文字（記述方法）がない言語は、先
に台本を書くわけにはいかないのです。
　いきなりぶつかって一緒にやってみようとなると、悪気なく、必ずマジョリティが支配してしまいます（だから
マジョリティなのです）。フェアな協働を目指すなら、やり方から考える必要があります。今回の創作プロセスは
その試行錯誤を大量に含んでおり、それは作品のためだけではなく、今後に活かせたらと思っています。

長島 確（ドラマトゥルク）

フェアな協働を目指して
やり方から考える

ろう者のオンガクの発見

公演の明日に

《霧のまち》の成り立ちと現代社会

　2016年に映画『LISTEN リッスン』を制作する前の議論で、ろう者のオンガクというものがあるのではな
いかということを牧原さんと話していました。そして映画を作り始めて、ろう者のそれぞれの胸の中にある音
楽のようなものがあるということを発見しました。声にはアクセントやイントネーションなどがあると思うんで
すが、ろう者の場合、手話による手や腕の張りと緩み、緩急、または呼吸などいろいろなものが絡み合って表現
ができるということです。まだまだ新しい発見の連続です。

　今回の公演を通じて、ろう者のオンガクという表現を観客の皆さまの中に少しでも印象づけることができた
らなと思っています。また、この物語は今までにない面白い作品です。台本や記録の動画を残し、再演ができる
ようにしていきたいと考えています。また、別の演出家が自分なりの解釈で新しい演出をし、違った形で面白い
ものができてくることを期待しています。

長島 確
Kaku Nagashima
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雫境 （ドラマトゥルク）

雫境
Dakei

1996年から2001年まで日本ろう者劇団に在籍。97年故・鶴山欣也（舞踏工
房 若衆・主宰）の誘いを受けて舞踏を始める。2000年にユニット・グループ
「雫」を旗揚げ。13年アニエス・トゥルブレ（アニエスベー）監督の映画『わたしの名
前は…』に出演。16年牧原依里と映画『LISTEN リッスン』を共同監督。19年に
新たな身体表現ユニットグループ「濃淡（NOUTAN）」を結成した。

オンガクが生まれ、
未来へつながる舞台に

手話による
コメントはこちら



聴者、難聴者、ろう者がグループに分かれて「聴者
のまち」とはどういうものかを想像し、話し合う。各
グループの発表後は、あらかじめ設けられたテー
マ（「ルール」「安心・安全」「文化」「その他」）をもと
に、再度グループを作り、議論を深めた。「過密都市
となり、騒音規制法ができる」「縦に長い建物に住
むため文字通りの階層社会になる」など、《百層》の
世界観と響き合うアイデアも登場。グループでの
議論について発表する際には、自分以外の面白い
アイデア、意見を紹介するというルールも用意さ
れており、他者がどのように社会を見ているかを
想像し、発見する機会ともなっていた。

聴者、難聴者、ろう者がグループに分かれ、「ろう者
のまち」について想像し、イメージ、アイデアを出し
合う。前半は自由な意見交換、後半は「音（ろう者の
まちにおける「音」とは何か）」、「アーカイブ（文字や
伝承の方法など）」、「文化芸術」、「建築・デザイン」
の4つのテーマに分かれての議論。「遠くにいる人
と連絡を取るために光を使う」といった視覚中心
の文化ならではの意見が出る一方、聴覚の代わり
に文字を用いるアイデアについて「文字自体が聴
者文化的」との指摘がされるなど、異なる文化に
対する解像度を高める時間となった。

「黙るな 動け 呼吸しろ」創作タイムライン 2023－2025

6月

2023年度 ［1年目］

・ 日比野、牧原を中心に議論が始まる
東京都からデフリンピックの文化プログラムの
相談を受けた日比野が「デフオペラ」という
アイデアを持って牧原に声をかける。
以降、東京都、アーツカウンシル東京、藝大、
ろう者メンバーを中心に定期的な会議を実施。

9月 ・ 雫境（ドラマトゥルク）参加
ろうの参加者が少ないため、牧原からの
声かけにより、映画『LISTEN リッスン』で
共同監督を務めた雫境が参加。

3月 ・ 世界観のアイデアがまとまる
牧原・雫境・長島で、ろう者のまちと聴者の
まちが別々に存在する世界観を立ち上げる。

ろう者が先行して、オンガクの創作を開始。

（緒方、横尾、今井、佐沢、西脇）
4月

2024年度 ［2年目］

・ ろう者の中心メンバーが決定

5月 ・ ろう者チーム稽古開始：以降、
   月２回程度集まって定期的に稽古

メインの出演者のバランスをろう者３名、
聴者１名とする。

・ 島地保武（演出・出演）参加

4月

2025年度 ［3年目］

・ 出演者オーディション

7月 ・ 長島、国際ろう芸術祭
   「クランドゥイユ」（フランス）視察
・ 制作チーム、舞台監督、
   舞台美術プランナー参加

9月 ・ 中村蓉（ステージング・ディレクター）参加

・ 演出会議がスタート

11月 ・ クリエイションメンバー 全体顔合わせ

・ ろう者・聴者クリエイションメンバーで
    一緒に街歩き
平日の夕方、谷中を散歩。ろう者と聴者が
歩きながら何を見てどんな情報をキャッチ
しているかを意識し、ディスカッションを行った。

・ 東京文化会館にて舞台検証
照明や音響、映像の実証実験。
学生の協力を得て、舞台上の人数や
配置などのシミュレーションも行った。

10月 ・ 音響・照明・映像プランナー決定

・ 美術・音響・照明などの
    クリエイション会議がスタート
・ 公演の情報 初公開

12月 ・ 公開WS ①
   「聴者の街を想像するワークショップ」

・ 記者懇談会2月
・ 公開WS ②
   「ろう者の街を想像するワークショップ」

・ スモーク、照明、映像の実験
舞台上の効果の確認だけでなく、
たとえば照明を落とした状態では、
ろう者には手話通訳が見えず、
コミュニケーションに問題が発生する
といった課題も発見された。

ほぼ初めての合同稽古。
コミュニケーションの取り方の違いに加え、
ともすれば聴者中心の進め方に
なってしまうことが明らかになる。

ハラスメントを防ぎ、安全かつ創造的な
稽古場をつくるための研修を行う。

《霧のまち》の住人役のろう者・難聴者18名、
《百層》の住人役の聴者は、
メインの3名のほかオーディション
参加者の中から10名の出演が決定。

6月 ・ 牧原によるろう文化勉強会
聴者のスタッフやオーディションで
採用された出演者向けの勉強会を行う。

２度目の合同稽古。聴者のまち《百層》を
ろう者が訪れるシーンをつくる。
前回の合同稽古より情報共有の方法が
改善され、互いの意見が出やすくなってきた。

・ 衣裳プランナー決定

・ 各テクニカル プランナーによる
    会議が進行

・ ろう者チーム・聴者チーム合同稽古

3月 ・ コミュニケーション研修

・ ろう者チーム・聴者チーム合同稽古

スクリーン、スモーク、照明、
映像の組合せや音響、
客席からの手話の見え方などの実地検証。

7月 ・ ヘアメイクプランナー決定
・ 東京文化会館での舞台検証

撮影：加藤甫 撮影：加藤甫

撮影：川島彩水

雫境や長島が案を出したうえで、
カネフスキー監督のロシア映画の
題名『動くな、死ね、甦れ』をヒントに、
日比野が最終案『黙るな 動け 呼吸しろ』を出す。

8月 ・ 作品タイトル検討

この事業を収益や来場者数などの
数字（量的）だけでなく、質的な側面も
含めて評価するためのチームが
活動に滞同することになる。

（牧原、島地、雫境、長島）

・ 「インパクト評価チーム」参加
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中村 蓉
ステージング・ディレクター

Yo Nakamura

早稲田大学在学中にコンテンポラリーダンスを始める。国際芸術祭あいち2022、シビ
ウ国際演劇祭など国内外で作品を上演。向田邦子、ウィリアム・シェイクスピアなど小説
や戯曲を原案にしたダンス作品を多く創作している。東京二期会『セルセ』『デイダミー
ア』の演出・振付をはじめ多方面に活躍の幅を広げている。

福中 冬子
音楽監修

Fuyuko Fukunaka

ニューヨーク大学人文大学院博士課程修了（Ph.D.）。近現代音楽を中心に音楽と社会言
説の関係性を研究。主な著書に『ポストモダンの音楽解釈』、『Musical Entangle-
ments between Germany and East Asia』（共著）など。東京藝術大学音楽学部
楽理科教授。

原田 愛
舞台美術

Ai Harada

米国バージニア州出身。東京藝術大学大学院修了後、tptを経て舞台美術家・二村周
作のアシスタントを務め、2011年に独立。空間を柔らかく変容させることを目指し、
舞台美術家として活動する。近年の参加作品に『デイダミーア』（中村蓉演出）、『ライカム
で待っとく』（田中麻衣子演出）など。東京藝術大学美術学部先端芸術表現科准教授。

木藤 歩
照明

Ayumi Kito

日本大学芸術学部演劇学科卒業。2008年度文化庁新進芸術家のための留学制度で
ベルリンにて研修。劇場ではない場での公演のデザインを多く手がけ、舞台芸術や光
そのものに親しむためのワークショップ活動も展開中。劇団サンプル、倉田翠らさまざ
まなタイプの演劇・舞踊作品に関わる。日本大学芸術学部演劇学科非常勤講師。

小野 龍一
音楽

Ryuichi Ono

音楽家。東京藝術大学芸術未来研究場特任研究員。東京藝術大学音楽学部作曲科卒
業後、同大学院美術研究科修了。音と人の関係性の“変奏”をコンセプトに領域横断
的な制作を行う。「東京芸術劇場 中高生のためのクリエイティブCAMP 2024 ゲ
ゲキャン」クリエイティブディレクター。

西脇 将伍

オンガク・
クリエイションスタッフ

Shogo Nishiwaki

ろう親のもとに生まれ、中学までバイリンガルろう教育を受けて育つ。ボンクリ・フェス
2021『音のない“オンガク”の部屋』出演。現在、5005やしゅわえもん、異言語Lab.な
ど、多様な団体やプロジェクトに携わる傍ら、「手話で表現する人」として、NHK『手話で
楽しむみんなのテレビ』『みんなの手話』など、さまざまなメディアや公演に出演中。

井川 丹
音楽

Akashi Ikawa

作曲家、サウンドアーティスト。東京藝術大学音楽学部作曲科卒業。人の声を創作の中心
に据え、表現活動を行う。音楽やインスタレーションの制作、多分野での協働を通じて、
音を介した表現／コミュニケーションを拡張させ、多様な身の置き方のできる“場”作り
を探求している。近年の活動に「美しいHUG!」（八戸市美術館、2023）など。

エキストラを含む出演者・
スタッフ100名以上が集まり、
これまでの創作のあり方、
公演の意義などを共有した。（登壇者：長島確、牧原依里、雫境、中村蓉、

 佐沢静枝）

企画の立ち上がりから現在まで、およそ３年に
わたる創作プロセスを振り返りながら、これま
でに生まれた論点や気づきについて、ろう者、聴
者双方の意見が交わされた。本作では、ろう者
と聴者が別々に創作、稽古を進めてきたが、な
ぜそのような方法をとったのか？
聴者が当たり前とする創作プロセス（テキストに
よる台本作成など）は、聴者が親しむ文字文化独
自のものだということ、そもそも、ろう文化を作
品の題材に含めること自体に「文化の盗用」の恐
れがあること、互いの文化を「面白がる」ことの
危険と重要性について̶̶。
安易に「同じ」を目指すのではなく、「違い」を
認めながら対等に交流してきたからこそたどり
着いた気づき＝論点がそこには多く浮かび上
がっていた。

8月 ・ 聴者のまちの市民エキストラ決定
・ 公開トークイベント
  「ろう者と聴者が遭遇する
  舞台のつくりかた」

オーディションを経て参加した新メンバー、
エキストラを対象とした研修。

教室サイズの稽古場にて、ろう者、
聴者に分かれて稽古を行う。

9月 ・ コミュニケーション研修

・ 集中リハーサル開始

10月 ・ 全体顔合わせ

体育館サイズの稽古場にて合同稽古を開始。
ろう者・聴者が入り混じる場面の具体的な
作り込みが始まる。

・ 合同リハーサル開始

公募した一般の方に向けた公開稽古を
２回実施。その後、初めての通し稽古を行った。

・ 公開稽古

11月 ・ 衣裳つきの通し稽古

11月29日 公演本番！

撮影：加藤甫

撮影：加藤甫

スタッフ
STAFF
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多摩美術大学卒業後、渡英。London College of Fashion修了後からキャリアを
スタート。Globe TheatreやBarbican Centreなど、さまざまな舞台の衣裳を
手がける。2012年より活動拠点を日本に移し、森山開次『NINJA』、NISSAY 
OPERA『連隊の娘』など多彩な作品に携わる。

2000年頃より衣裳作家としての活動を開始。02年頃より「Rocca Works」名義の2
人組ユニットとして舞台芸術分野を中心にしながら、音楽ビジネス分野、企業イベント衣
裳のデザイン及び製作、ヘアメイクなど幅広く手がけ、時には舞台美術や宣伝美術の
ディレクションも行う。13年頃より、るう（Rocca Works）名義で単独で活動する。

2002年よりフリーランスの舞台スタッフとして活動を開始。10年から14年まで
KAAT神奈川芸術劇場舞台技術課に勤務。14年より文化庁新進芸術家海外研修員と
してカナダ（ケベック州）に１年滞在。政策研究大学院大学政策研究科修了。日本大学
芸術学部演劇学科教授。

2009年日本ろう者劇団入団。数々の自主公演、手話狂言の公演の舞台に立つほか、
外部公演にも参加（芸名:中江央）。NHKドラマ『デフ・ヴォイス』では主人公の兄役を
演じた。次世代の育成を視野にこれまでの経験を生かし、制作を担う機会を伺ってい
たところ、演出・牧原からの誘いがあり、今回演出助手として初参加。

日本大学芸術学部演劇学科演出コース卒業。卒業後はフリーランスとして演出助手・
稽古進行を務め、現在も幅広く活動する。近年の参加作品に、ロロ「いつ高」シリーズ、
範宙遊泳『バナナの花は食べられる』、木ノ下歌舞伎『桜姫東文章』、贅沢貧乏『おわる
のをまっている』、『ダンスの審査員のダンス』（岡田利規作・演出）など。

日本大学芸術学部演劇学科劇作コース卒業。主な参加作品に、じおらま『たいない』（共
同演出）、to R mansion『走れ☆星の王子メロス』（演出助手）、水戸芸術館プロデュー
ス公演『ロミオとジュリエット』（演出助手）など。2023年、旅先で現地のものごとを使
い即興パフォーマンスをする「旅するたたき場」を結成、舞台芸術の可能性を模索する。

栗山 聡之
舞台映像

Satoshi Kuriyama

舞台に特化した映像プランナーとして活動し、ジャンルに捉われずさまざまな作品に
参加。システムプランニングと映像デザインの両面から作品にアプローチする。小川絵
梨子、上村聡史、栗山民也、白井晃、髙岸未朝、宮本亞門、山田和也などの演出作品に
参加。近年では『千と千尋の神隠し』（ジョン・ケアード演出）などを手がける。

武田 久美子
衣裳

Kumiko Takeda

るう
ヘアメイク

Ruu

山口 英峰
舞台監督

Eiho Yamaguchi

田代 英忠
演出助手

Hidetada Tashiro

中村 未希
演出助手

Miki Nakamura

山田 朋佳
演出助手

Tomoka Yamada

中原 楽
音響

Raku Nakahara

サウンドデザイナー、テクニカルコーディネーター。洗足学園音楽大学作曲専攻シンセ
サイザー科を首席で卒業。スピーカーメーカー、音響会社などを経て、2024年にカラ
ビナ株式会社を設立。さまざまなジャンルを横断しながら独自の音響空間を構築。音
を起点に、人、空間、社会環境のつながりを見つめ直す。

総合監修
構成・演出
演出・出演

出演

市民エキストラ

ギター
打楽器

ドラマトゥルク
ステージング・ディレクター
オンガク・クリエイションスタッフ
音楽監修

舞台美術
舞台美術アシスタント
大道具製作

小道具製作

照明
照明アシスタント
照明チーフ
照明ピンフォローサポート
照明サポート

音楽
音楽技術協力
サウンドエフェクト
サウンドエフェクト技術監修
録音技術監修
レコーディング
 指揮
 ギター
 打楽器
 コーラス

 ヴァイオリン

 ヴィオラ
 チェロ
 コントラバス
 録音アシスタント

 インスペクター（コーラス）
 コーディネート協力
 スタジオ

日比野克彦
牧原依里
島地保武

今井彰人、緒方れん、島地保武、
横尾友美、
五十嵐ゆうや、猪野なごみ、
菊沢将憲、佐沢静枝、鈴木菜々、
中林舞、西澤真耶、藤村港平、
阿部藍子、飯塚大周、池田百花、
石田迪子、板橋廉平、植田 愛、
宇戸田千晴、大橋悠太、奥村泰人、
小野花音、小野里満子、菊地研、
倉島聡、近藤辰哉、佐藤萌以、
佐野和海、髙栁あゆみ、角田莉沙、
成塚元香、林 醍醐味、本間智恵美、
三橋絡、村田裕子、萌文、八百谷梨江、
ニコラス・ユヤマ、吉田美幸、レオ、
西脇将伍

池田絵美子、緒方琴子、奥田健太、
菅野希望、喫茶みつる、久保静香、
佐藤晃生、田原裕子、千葉りか子、
津保綾乃、中川千代、中山侑子、
野田まりな、ペレラ・シュリーン（シュ）、
山口和奏、渡邉 心

ファルコン
若鍋久美子、松浦華子

雫境、長島確
中村蓉
西脇将伍
福中冬子

原田愛
寺田万里奈、里森恵
株式会社俳優座劇場（大橋哲雄）、
株式会社東広
鈴木太朗、福田秋生

木藤歩
シバタユキエ
帆足ありあ（株式会社 流）
稲崎愛歩
長坂有紗、安田彩夏、大庭圭二
（株式会社 流）

小野龍一、井川丹
田中文久
魏文俊
後藤英
亀川徹

田尻真高
ファルコン
若鍋久美子、松浦華子
石田彩音、本多都、吉田安梨沙、
菊地海杜、沼田臣矢、井上優、
小藤洋平
河村絢音、藤戸愛、小暮莉加、
辻遥、中川紗優梨、大田春菜、
島崎友貴乃、ジュリア・ヒル
栗林衣李、三谷陽子
下島万乃、袴田容
布施砂丘彦
澁谷陽奈、李奕興、
藪崎友輔
谷本喜基
久保田夢加
東京藝術大学 
千住キャンパス スタジオA

音響

舞台映像
映像オペレーター
映像機材協力

衣裳
衣裳製作
衣裳管理
衣裳協力

ヘアメイク
ヘアメイクアシスタント
ヘアメイク協力

演出助手

舞台監督
舞台監督助手

手話通訳コーディネート
手話通訳

鑑賞サポートアドバイザー
字幕オペレーター
音声ガイド

ドキュメント映像
ドキュメント映像撮影
ドキュメント映像制作進行

公演記録映像
公演記録映像撮影
公演記録映像機材協力

記録写真

制作

制作協力

稽古場
稽古場協力

広報

広報アドバイザー

運営
ろう者運営
当日運営手話通訳

コミュニケーション研修

アーカイブ編集
事業評価

東京都生活文化局文化振興部

アーツカウンシル東京
東京藝術大学

主催

中原楽（KARABINER inc.）、
株式会社 大城音響事務所

栗山聡之
昆布谷春奈、菊地渓太
Magnux Inc.

武田久美子
武田久美子、隼田みさき、RITENUTObytac
臼井梨恵、梅田泉、柿沼千晴、飛田紗和、西山梨香
（株）ジェイト、服部くみ、飯高絵莉聖、渡部由里絵

るう（Rocca Works）
リサリーサ、おらごん
株式会社山田かつら

田代英忠、中村未希、山田朋佳（旅するたたき場）

山口英峰
根津健太郎、八木沼陽向

一般社団法人日本ろう芸術協会
小松智美、蓮池通子、石川ありす、井上歩、
新田彩子、吉田亜紀、村山春佳、立石聡子、
角田麻里、田家佳子、清水聖果、瀧澤亜紀、
はせ亜美、清田真見、江崎裕子、衣川優里、斉藤純

南部充央
永田景子
檀鼓太郎

今井ミカ（サンドプラス）
角野杏早比（mimosa Inc.)、中川文絵
岡本麻姫子（サンドプラス）

須藤崇規
西村明也、冨田了平、内田颯太、今井ミカ
小声

加藤甫、川島彩水、冨田了平

一般社団法人ベンチ（武田知也、藤井さゆり、
藤原顕太）、松岡智子、村松里実、金井美希
阿部幸

芸能花伝舎、5005、藝大部屋
MIHO BALLET SCHOOL、
東京藝術大学千住キャンパス第7ホール

株式会社 I&S BBDO（西村剛、舟木有三）、
矢野純一郎、清水康之、吉野京彦
吉田由紀子（吉田プロモーション）

株式会社ライツアパートメント
湯山洋子、青山裕香子、安部ちひろ
江崎裕子、北岡真美、瀧澤亜紀、早川代志子、三
好祐子、吉田亜紀

牧原依里、植松侑子（syuz’gen）、
廣川麻子・石川絵理（TA-net）
長島確、東彩織
源由理子、渡辺龍彦、ケイスリー株式会社
（落合千華、蔵端美幸、今尾江美子、國吉美沙）

蜂谷典子、片岡容子、福田佳奈子、清瀬圭一、山
田信介、松本知珠、小久保卓
飯塚晴美、森司、小島里枝子、千葉乃梨子
山本佳代子、桑山智彦

東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 
アーツカウンシル東京、国立大学法人東京藝術
大学
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